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各位 
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   代  表  者  代表取締役社長  竹原  有二 

（ ｺｰﾄﾞ番号    1813 ）      
問合せ先責任者   執行役員管理本部企画財務部長 北川 昌一  
（ ＴＥＬ      03-5644-8500）        

 

平成 27 年 3 月期通期連結業績予想の修正及び配当予想の修正に関するお知らせ 
 

最近の業績動向を踏まえ、平成 26 年 11 月 7 日に公表した連結業績予想及び配当予想を修正することと

いたしましたので、下記のとおりお知らせいたします。 
 

記 
 
１． 平成 27 年 3 月期通期連結業績予想数値の修正（平成 26 年 4 月 1 日～平成 27 年 3 月 31 日）                                   

  売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当期純利益 １株当たり当期純利益  

  
前回発表予想（Ａ） 

百万円 

67,000 

百万円 

3,600 

百万円 

3,500 

百万円 

2,450 

円 銭 

14.90 

 今回修正予想（Ｂ） 70,000 4,650 4,800 3,750 22.80 

 増減額（Ｂ－Ａ） 3,000 1,050 1,300 1,300  

 増減率（％） 4.5％ 29.2% 37.1% 53.1%  

( ご 参 考 ） 前 期 実 績       
(平 成 2 6 年 3 月 期 )  72,434 4,702 4,411 3,821 23.23 

 

２． 修正の理由 

  売上高は、下期においても手持ち工事の進捗が想定を上回る見通しとなったことから、前回予想を 30 

億円上回り 700 億円となる見込みです。 

利益面では、売上高の増加に加え工事採算性の改善も進み、営業利益は前回予想を 10.5 億円上回り

46.5 億円、経常利益は更に為替差益の計上や金融収支の改善等もあり、前回予想を 13 億円上回り 48 億

円となる見込みです。また、当期純利益は会計と税務上の簿価差の大きい資産の処理に伴う課税所得の

圧縮効果による税金費用の減少もあり、経常利益の増益幅と同額増加し 37.5 億円となる見込みです。 
 
３．配当予想の修正の内容 

 年間配当金 
第 2 四半期末 期末 合計 

 円 銭 円 銭 円 銭 
前回予想 － 3.00 3.00 
今回修正予想 － 6.00 6.00 
当期実績  0.00   
前期実績 

0.00 3.00 3.00 
(平成 26 年 3 月期) 

 
 



 

 
４. 配当予想の修正の理由 

  当社は、株主の皆様への利益還元を経営の最重要課題として認識し、安定的に利益を得られる経営基盤

を確立するため、財務状況や業績の達成状況等を総合的に勘案して株主還元することを基本方針としてお

ります。 

  平成 27 年 3 月期の期末配当予想につきましては、一株当たり 3 円としておりましたが、通期業績予想 

の修正を踏まえ、株主の皆様への更なる利益還元を実施すべく、一株当たり 6 円とさせていただきます。 

    なお、本件は平成 27 年 6 月開催予定の第 69 期定時株主総会の決議をもって正式に決定、実施する予定 

であります。 
 
※上記の業績予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の 

業績は、今後の様々な要因によって予想数値と異なる可能性があります。 
 

以上 


